【博士論文の要旨】教皇ウルバヌス8 世の治世における 蜜蜂表象に関する研究 ：ベルニーニの《バルダッキーノ》とサン・ピエトロ大聖堂の 装飾事業を中心として by 佐藤 仁
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博士論文の要旨1





























































































図2 蜜蜂の挿絵（出典：De Summa Trinitate...Urbanum VIII, Roma, 1627, 筆者蔵）／ピエトロ・ダ・コルトーナ《神の摂理》
部分、1633–38年、パラッツォ・バルベリーニ（出典：S. Roettgen, Italian Frescoes: The Baroque Era, 1600–1800, 
Abbeville Press, 2007）／蜜蜂の造形、聖アンデレの台座側面、サン・ピエトロ大聖堂交差部、筆者撮影
図 1　フランチェスコ・ステッルーティ、マテウス・グロイ
ター、ΜΕΛΙΣΣΟΓΡΑΦΙΑ、41.6 × 30.7cm、1625 年、フィ
レンツェ、マルチェッリアーナ図書館蔵（出典：ed. L. 
Guerrini [et. al.], Apiarium, 2 vols, Roma: Accademia 
Nazionale dei Lincei, 2005）
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図 3　《バルダッキ ノー》頂部（出典：D. Dombrowski, Dal Trinfo All’ Amore: 
il mutevole pensiero artistico di Gianlorenzo Bernini nella decorazione del 
Nuovo San Pietro, Roma: Argos, 2003）
図４　ウルバヌス 8 世のピアストラ銀貨、 “SVB TVVM PRAESIDIVM CON 
　　　[FVGIMVS] あなたの庇護のもとに［逃げ込みます］” 1643 年、筆者蔵
図５　ウルバヌス 8 世のメダル、“TE MANE, TE VESPERE 日の出に、日の






図６　ウルバヌス 8 世 “Iam sol recedit igneus 燃ゆる太陽が去らんとも”「聖土曜日の晩課／聖三位一
体祭の聖歌」（出典：Hymni Breviarii Romani…Urbani VIII., Roma, 1629, p. 27, p. 60,  筆者蔵）
